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も
う
す
ぐ
10
月
。
暑
さ
も
一
段
落
し
、
よ

う
や
く
秋
本
番
を
感
じ
る
気
候
に
な
り
ま
し

た
。
秋
と
い
え
ば
、
読
書
・
ス
ポ
ー
ツ
、
文

化
な
ど
と
よ
く
言
い
ま
す
が
、「
見
て
・
聞
い

て
・
学
ん
で
」
を
テ
ー
マ
に
、
こ
の
季
節
を

過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

文
化
財
係
で
は
、
こ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、

毎
年
10
〜
11
月
初
旬
を
文
化
財
保
護
強
調
月

間
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。「
下
町
文
化
」
で

は
、「
歴
史
と
文
化
を
考
え
よ
う
」
と
銘
打
っ

て
、
こ
の
期
間
に
実
施
す
る
江
東
区
の
歴
史

や
文
化
財
に
関
す
る
行
事
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
「
文
化
財
講
演
会
」、
江
戸
時
代

に
生
ま
れ
た
「
民
俗
芸
能
」
の
公
開
、
職
人

の
技
を
公
開
す
る
「
伝
統
工
芸
展
」、「
東
京

9
区
古
民
家
め
ぐ
り
」な
ど
、盛
り
沢
山
で
す
。

さ
ら
に
、
芭
蕉
記
念
館
や
深
川
江
戸
資
料
館
、

中
川
船
番
所
資
料
館
で
も
、
特
別
展
・
企
画

展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

日
頃
は
、
あ
ま
り
関
心
が
な
い
と
い
う
方

も
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
「
文
化
の
世
界
」
に

入
り
込
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
新
し
い
自
分
を

発
見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
２
・３
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
６
・７
頁
は
、前
号
に
続
き
越
中
島（
東

京
海
洋
大
学
内
）
の
幕
末
の
砲
台
に
関
す
る

記
事
で
す
の
で
ご
一
読
く
だ
さ
い
。
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江東区地域振興部
文化観光課文化財係

文
化
の
秋
を
楽
し
も
う

文
化
の
秋
を
楽
し
も
う

見
て
・
聞
い
て
・
学
ん
で

○文化財保護強調月間
　民俗芸能大会
　文化財講演会　
　東京9区文化財古民家めぐり
○江東区伝統工芸展
○江東区芭蕉記念館特別展
　芭蕉－柿衞文庫の名品－
○城東の村を歩く⑤
　大島地域の出村
○東京海洋大学越中島キャンパス
　所在の切石について
○深川江戸資料館企画展・特別展
　企画展「江戸の三大改革と松平定信」
　特別展「松平定信の生涯とその作品」

文化財保護強調月間はじまる

名所江戸百景「みつまたわかれの渕」（歌川広重画）名所江戸百景「みつまたわかれの渕」（歌川広重画）
※「みつまた」は隅田川にあった洲で、現在の中央区中洲付近。絵は、江東区側から中央区方面を見ている。
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【
午
前
11
時
〜
12
時
30
分
】

場
所　

木
場
公
園
内
入
口
広
場

木
場
の
角
乗 
東
京
木
場
角
乗
保
存
会

　

江
戸
時
代
、
木
場
の
筏
師
（
川か
わ
な
み並
）
は
、

水
に
浮
か
ん
だ
材
木
を
鳶と
び
ぐ
ち口
ひ
と
つ
で
筏
に

組
ん
で
い
ま
し
た
。
角
乗
は
、
そ
の
仕
事
の

余
技
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

【
午
後
1
時
〜
3
時
50
分
】

場
所　

木
場
公
園
内
ふ
れ
あ
い
広
場

木
場
の
木
遣 

木
場
木
遣
保
存
会

　

木
場
の
川
並
衆
が
材
木
を
操
る
時
、
お
互

い
の
息
を
合
わ
せ
る
た
め
、
詠
わ
れ
た
労
働

歌
で
す
。

木
場
の
木
遣
念
仏 

木
場
木
遣
保
存
会

　

木
場
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
大
数
珠
を

手
繰
り
な
が
ら
念
仏
を
唱
え
る
大
変
珍
し
い

も
の
で
す
。

砂
村
囃
子 

砂
村
囃
子
睦
会

　

江
戸
時
代
中
期
に
金
町
の
香
取
明
神
社（
現

葛
飾
区
葛
西
神
社
）
の
神
官
が
百
姓
に
教
え

た
祭
囃
子
の
流
れ
を
汲
む
お
囃
子
で
す
。

富
岡
八
幡
の
手
古
舞

富
岡
八
幡
の
手
古
舞
保
存
会

　

富
岡
八
幡
宮
の
祭
礼
で
神
輿
の
先
頭
に
立

ち
、
木
遣
り
を
歌
い
な
が
ら
、
男
髷ま
げ

に
裁た

っ
つ
け着

袴ば
か
まと

い
う
粋
な
い
で
た
ち
で
練
り
歩
き
ま
す
。

昔
は
、
辰
巳
芸
者
が
行
い
ま
し
た
。

深
川
の
力
持　

 

深
川
力
持
睦
会

　

江
戸
時
代
か
ら
倉
庫
地
帯
で
あ
っ
た
佐
賀

辺
り
で
、
米
俵
や
酒
樽
な
ど
の
運
搬
を
す
る

人
々
の
余
技
と
し
て
芸
能
化
し
ま
し
た
。

「
大
江
戸
の
生
活
とT

V
・
映
画
の
時
代
考
証
」

　

江
東
区
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
北
原

進
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
17
世
紀
初
頭

か
ら
急
速
に
発
展
し
、
世
界
的
大
都
市
に

な
っ
た
江
戸
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
T
V
で
の
時
代
考
証
の
経
験
な

ど
も
踏
ま
え
、
歴
史
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
虚

実
な
ど
、
江
戸
の
歴
史
の
み
な
ら
ず
、
時
代

劇
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
も
興
味
深
い
内
容
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

日　

時　

10
月
2
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

会　

場　

深
川
江
戸
資
料
館
2
階
小
劇
場

　
　
　
　
　
（
江
東
区
白
河
１
‐
３
‐
28
）

定　

員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）※

入
場
無
料

　

都
内
9
区
が
参
加
し
て
、
古
民
家
を
紹
介

す
る
事
業
で
、
昨
年
に
続
き
10
月
2
日
（
水
）

〜
同
30
日（
水
）の
期
間
、東
京
区
政
会
館（
千

代
田
区
飯
田
橋
3
│

5
│

1
）
で
パ
ネ
ル
展
示

を
実
施
す
る
ほ
か
、
古
民
家
め
ぐ
り
も
行
わ

れ
、
多
彩
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
江
東

区
に
も
旧
大
石

家
住
宅
（
南
砂

5
│

24
地
先
）

が
あ
り
ま
す

が
、
パ
ネ
ル
展

示
や
他
区
の
古

民
家
を
訪
ね
る

の
も
一
興
か
と

思
い
ま
す
。

10
月
20
日（
日
）

会
場
　
都
立
木
場
公
園

民
俗
芸
能
大
会

文
化
財
講
演
会

東
京
９
区
文
化
財

古
民
家
め
ぐ
り

永代通り

東京メトロ東西線

都営新宿線

工匠壱番館・弐番館
（森下文化センター）

小名木川

深川不動尊
富岡八幡宮

菊川

新大橋通り

清洲橋通り深川
江戸資料館

森下
深川
神明宮

森下五丁目
バス停

木場四丁目
　　　バス停

霊厳寺

葛西橋通り

清澄
白河

木場

親水館

高橋のらくろロード

高
橋

東
京
都
現
代
美
術
館

木
場
公
園

都
営
大
江
戸
線

三
ツ
目
通
り

大
門
通
り

海
辺
橋

清
澄
通
り

木
場
親
水
公
園

東京メトロ半蔵門線

ふれあい広場ふれあい広場

入口広場入口広場

会場
●都立木場公園（木場4丁目）入口広場・
ふれあい広場
交通　
●東京メトロ東西線「木場駅」下車徒歩5分
●都営地下鉄大江戸線「清澄白河駅」・都営
地下鉄新宿線「菊川駅」下車徒歩15分
●都営バス 業10 〔とうきょうスカイツリー駅
前～新橋〕木場4丁目下車
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本
展
で
は
、
伝
統
工
芸
の
技
を
受
け
継
ぐ

区
無
形
文
化
財
保
持
者
に
よ
る
実
演
を
行
い

ま
す
（
日
程
表
参
照
）。
ふ
だ
ん
見
る
こ
と

の
な
い
伝
統
の
技
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た

体
験
が
可
能
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

伝
統
工
芸
品
即
売
（
会
期
中
）

　

会
場
内
で
、
江
東
区
伝
統
工
芸
保
存
会
に

よ
る
工
芸
品
の
即
売
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た

と
な
い
機
会
で
す
の
で
、
是
非
ど
う
ぞ
。

技
の
体
験
（
実
費
が
か
か
り
ま
す
）

　

午
前
10
時
〜
正
午
／
午
後
１
時
〜
３
時

日
程
表
の
う
ち
、　　
　
　

の
技
術
で
体
験

が
で
き
ま
す
。
申
込
は
会
場
で
直
接
職
人
さ

ん
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

実演日程表
技術 保持者 技術 保持者

11
月
1
日 

㈮

刀剣研磨 臼木良彦

11
月
3
日 

㈰

建具 友國三郎

べっ甲細工 磯貝　實 襖椽・榾 鈴木延坦

木彫刻 渡邉美憲 すだれ製作 豊田　勇

庖丁製作 吉澤　操 木彫刻 岸本忠雄

建具 友國三郎 相撲呼出し
裁着袴製作 富永　皓

江戸指物 山田一彦 江戸指物 山田一彦

江戸切子 小林淑郎 更紗染 佐野利夫

11
月
2
日 

㈯

無地染 近藤良治 更紗染 佐野勇二

べっ甲細工 磯貝　實 あめ細工 青木　喜

表具 岩崎　晃

11
月
4
日 

㈪ 

振
休

刀剣研磨 臼木良彦

手描友禅 和田宣明 紋章上絵 亀山晴男

庖丁製作 吉澤　操 すだれ製作 豊田　勇

更紗染 佐野利夫 木彫刻 岸本忠雄

更紗染 佐野勇二 相撲呼出し
裁着袴製作 富永　皓

あめ細工 青木　喜 更紗染 佐野利夫

更紗染 佐野勇二

あめ細工 青木　喜

※ は技の体験です。
　公開時間は午前 10時から午後４時まで（休憩あり）。　
　都合により変更する場合もありますので、ご了承ください。

木場IC

東西線

都営新宿線

半蔵門線
清
澄
白
河
駅

森下駅 菊川駅

木場駅

門前仲町駅

木場IC

新大橋新大橋 新大橋通り

隅
田
川

小名木川

隅
田
川

小名木川 高
橋
高
橋

森下文化センター

永代通り

木場IC

葛西橋通り

芭
蕉
記
念
館
・
分
館

清澄庭園
深川図書館

清澄庭園
深川図書館

海
辺
橋
海
辺
橋

清
澄
通
り

仙台堀川

清洲橋清洲橋
清澄
白河駅前
清澄
白河駅前

清澄
庭園前
清澄
庭園前

首都高速道路首都高速道路

清洲橋通り

森下文化センター

清洲橋通り

三
ツ
目
通
り

木
場
公
園採荼庵跡

深川江戸資料館

都
営
大
江
戸
線

木
場
公
園

深川江戸資料館
－案内図－

●東京メトロ半蔵門線・都営地下鉄大江戸線
　「清澄白河」駅下車　A3出口　徒歩3分

●都営バス門33系統 「清澄庭園前」下車　徒歩3分

●都営バス秋26系統 「清澄白河駅」下車　徒歩4分

交　　通

江
東
区
伝
統
工
芸
展

江
東
区
伝
統
工
芸
展

日
時　

11
月
1
日（
金
）〜
4
日（
月・振
休
）　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

会
場　

深
川
江
戸
資
料
館　

地
階
レ
ク
ホ
ー
ル（
江
東
区
白
河
１
―
３
―
28
）

入
場
無
料

更紗染の体験
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松
尾
芭
蕉
が
深
川
に
移
り
住
ん
だ
の
は
、

延
宝
８
年
（
１
６
８
０
）
冬
、
37
歳
の
と
き

で
し
た
。
芭
蕉
は
、
以
降
14
年
間
、
こ
こ
を

文
学
創
作
の
拠
点
に
諸
国
を
巡
り
、
多
く
の

紀
行
文
を
編
ん
で
い
ま
す
。
な
か
で
も
、『
お

く
の
ほ
そ
道
』
は
、
我
が
国
文
学
史
上
傑
出

し
た
作
品
と
し
て
、
今
日
ま
で
多
く
の
フ
ァ

ン
を
魅
了
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
別
展
は
、
来
年
の
開
館
30
周
年

を
前
に
、
公
益
財
団
法
人
柿
衞
文
庫
（
兵
庫

県
伊
丹
市
）
の
全
面
的
な
協
力
に
よ
り
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

柿
衞
文
庫
は
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
の

「
洒
竹
・
竹
冷
文
庫
」
や
天
理
大
学
附
属
天

理
図
書
館
の
「
綿
屋
文
庫
」
と
並
ぶ
日
本
三

大
俳
諧
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
同
文
庫
は
、
そ
も
そ
も
国
文
学
者
岡

田
利
兵
衛
（
号
、
柿
衞
）
翁
が
学
術
研
究
資

料
と
し
て
系
統
的
に
蒐
集
さ
れ
た
も
の
を
、

同
翁
の
遺
志
に
よ
り
昭
和
57
年
財
団
法
人
と

し
、
同
59
年
（
１
９
８
４
）
11
月
に
「
柿
衞

文
庫
館
」
と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。

　

出
品
さ
れ
る
、
主
な
芭
蕉
の
真
跡
を
紹
介

し
ま
す
。

　
「
は
る
や
こ
し
年
や
行
き
け
む
小
晦
日
」

の
短
冊
は
、
寛
文
２
年
（
１
６
６
２
）
19
歳

の
宗
房
時
代
の
も
の
で
、
こ
れ
は
伝
存
す
る

芭
蕉
の
作
品
中
、
最
も
若
い
と
き
の
作
品
と

言
わ
れ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
延
宝
９
年

の
「
我
冨
リ
新
年
古
き
米
五
升
」
の
短
冊
は
、

深
川
芭
蕉
庵
に
居
を
移
し
た
翌
年
の
正
月
の

作
品
で
す
。
天
和
元
年
（
１
６
８
１
）
の
「
芭

蕉
野
分
た
ら
ゐ
に
雨
を
き
く
夜
哉
」
の
句
草

稿
は
、
天
和
期
の
傑
出
し
た
作
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
（
元
禄
６
年
頃
の
染
筆
）。
貞

享
末
年
の
作
成
と
さ
れ
る
批
点
「
秋
た
つ
日
」

歌
仙
は
、
芭
蕉
の
批
点
が
極
め
て
少
な
い
と

さ
れ
る
な
か
の
も
の
と
し
て
貴
重
で
す
。

　

さ
ら
に
芭
蕉
の
絵
画
の
師
と
さ
れ
る
森

川
許
六
の
芭
蕉
行
脚
像
や
、
元
禄
２
年

（
１
６
８
９
）『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
旅
中
の

「
荒
海
や
佐
渡
に
よ
こ
た
ふ
天
河
」
他
句
草

稿
は
、
芭
蕉
が
旅
中
常
に
備
忘
録
（
メ
モ
帳
）

を
携
帯
し
た
こ
と

を
示
す
も
の
と
し

て
興
味
深
い
資
料

で
す
。
と
こ
ろ

で
『
お
く
の
ほ
そ

道
』
は
、
能
書
家

の
柏
木
素
龍
に
芭

蕉
が
清
書
さ
せ
ま

し
た
。こ
れ
が「
西

村
本
」
で
す
が
、

実
は
素
龍
は
こ
の

外
に
も
う
一
書
を
書
き
上
げ
て
お
り
、
こ
れ

が
今
回
出
品
さ
れ
た
柿
衞
本
『
お
く
の
ほ
そ

道
』
で
す
。
筆
跡
は
西
村
本
よ
り
も
優
雅
で
、

使
用
し
た
料
紙
や
装
丁
は
こ
の
柿
衞
本
の
ほ

う
が
優
美
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

芭
蕉
の
元
禄
４
年
の
自
画
賛
「
山
吹
や
」

句
幅
は
、
手
法
は
狩
野
派
で
、
ま
だ
俳
画
に

な
り
き
っ
て
い
な
い
も
の
の
俳
趣
は
十
分
に

窺
わ
れ
る
も
の
で
、
書
と
画
の
調
和
は
見
事

な
逸
品
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
芭
蕉
書
簡
４
点
。
貞
享
２
年

（
１
６
８
５
）
３
月
26
日
の
大
垣
の
谷
木
因

に
宛
て
た
も
の
で
、「
野
ざ
ら
し
紀
行
」
の

旅
は
木
曽
路
を
通
っ
て
帰
庵
す
る
予
定
で
あ

る
こ
と
な
ど
、
こ
の
旅
の
重
要
な
資
料
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
元
禄
３
年
（
１
６
９
０
）
７

月
頃
と
さ
れ
る
去
来
宛
の
書
簡
は
、
幻
住
庵

に
滞
在
し
て
い
た
時
に
書
か
れ
た
も
の
。
元

禄
４
年
11
月
13
日
の
曲
水
宛
の
書
簡
は
、『
お

く
の
ほ
そ
道
』
の
旅
か
ら
３
年
ぶ
り
に
江
戸

に
戻
っ
て
間
も
な
く
の
執
筆
で
す
が
、
こ
の

書
簡
は
膳
所
出
立
と
江
戸
の
到
着
の
日
時
を

知
る
資
料
と
し
て
貴
重
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

元
禄
５
年
10
月
25
日
の
許
六
宛
の
書
簡
は
、

芭
蕉
と
許
六
の
交
流
を
示
す
最
初
の
も
の
と

し
て
貴
重
で
す
。

　

今
回
出
品
さ
れ
る
資
料
は
全
19
点
で
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
、
芭
蕉
真
跡
の
す
ば
ら
し

さ
を
実
感
さ
れ
、
ま
た
芭
蕉
の
心
に
触
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

臨
川
寺
所
蔵 

芭
蕉
翁
像

【
特
別
公
開
中
！ 

平
成
26
年
５
月
末
迄
】

　

大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
９
月
１
日
の
関

東
大
震
災
に
よ
り
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
一
尺

一
寸
の
像
が
焼
失
。
現
在
の
像
は
一
尺
五

寸
（
約
50
㎝
）
で
、
昭
和
63
年
（
１
９
８
８
）

に
復
元
さ
れ
た
。
材
質
は
楠
。
仏
師
は
奈
良

柳
生
の
由
谷
六
九
拾
師
。
臨
川
寺
は
、
承
応

２
年
（
１
６
５
３
）
仏
頂
禅
師
の
師
、
鹿
島

根
本
寺
住
職
冷
山
和
尚
が
小
名
木
川
の
あ
た

り
に
草
庵
を
結
ん
だ
の
が
発
祥
。
正
徳
３
年

（
１
７
１
３
）
３
月
６
日
に
「
臨
済
宗
妙
心

寺
派 

瑞
甕
山 

臨
川
寺
」
と
な
る
。
芭
蕉
参

禅
の
寺
と
し
て
有
名
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

【
問
合
せ
】
芭
蕉
記
念
館

　
　
　
　
　
　
江
東
区
常
盤
１
―
６
―
３

　
　

☎
０
３
（
３
６
３
１
）
１
４
４
８

江
東
区
芭
蕉
記
念
館
特
別
展

10
月
24
日（
木
）〜
11
月
24
日（
日
）ま
で

◆
芭
蕉
―
柿
衞
文
庫
の
名
品
―

◆
芭
蕉
―
柿
衞
文
庫
の
名
品
―

か
き
も
り

か
き
も
り

許六筆芭蕉行脚像

素龍筆柿衞本『おくのほそ道』

芭
蕉
筆
「
は
る
や
こ
し
」
句
短
冊
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出で

村む
ら

と
は
、
も
と
も
と
町
や
村
の
飛
び
地

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
本
村
・
本
町
か
ら
分

か
れ
て
一
つ
の
村
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で

す
。
大
島
地
域
に
は
、
こ
う
し
た
出
村
が
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
。〈
図
１
〉
は
明
治
11
年

の
地
図
で
す
が
、
江
戸
時
代
以
来
の
出
村
の

分
布
状
況
を
よ
く
示
し
て
い
ま
す
。

中
之
郷
出
村

　

中
之
郷
出
村（
大
島
1
・
2
丁
目
付
近
）は
、

も
と
は
中
之
郷
村
（
墨
田
区
）
の
飛
び
地
で

あ
っ
た
も
の
が
一
村
に
分
立
し
た
村
で
す
。

し
か
し
、
年
貢
高
は
中
之
郷
の
高
４
７
７

石
余
に
含
ま
れ
て
お
り
、
出
村
分
と
し
て

１
６
５
石
余
が
内
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
村

の
村
名
は
小こ

な名
（
村
内
小
地
域
）
の
名
前
に

由
来
す
る
荒あ

ら

久く

村
の
俗
称
で
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

中
之
郷
出
村
の
鎮
守
と
し
て
祀
ら
れ
て
い

た
の
が
愛
宕
社
（
現
愛
宕
神
社
、
大
島
2
―

15
―
4
、
も
と
は
大
島
2
―
6
付
近
に
所
在

し
た
が
大
正
12
年
に
現
在
地
へ
移
転
）
で
す
。

江
戸
時
代
初
め
は
、
本
所
中
之
郷
（
墨
田
区
）

の
成
就
院
境
内
に
あ
り
ま
し
た
が
、
元
禄
年
間

（
１
６
８
８
〜
１
７
０
４
）
に
村
人
が
住
職
と

示
談
し
て
、引
き
移
し
て
き
た
と
さ
れ
て
お
り
、

村
の
成
り
立
ち
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

南
本
所
出
村

　

南
本
所
出
村
（
大
島
7
〜
9
丁
目
付
近
）

は
、
南
本
所
村
（
墨
田
区
）
の
飛
び
地
で
す
。

竪
川
沿
い
に
位
置
す
る
小
名
六
之
橋
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
六
之
橋
出
村
の
通
称
が
あ
り

ま
し
た
。
中
之
郷
出
村
も
そ
う
で
す
が
、
こ

れ
ら
は
武
家
地
な
ど
と
し
て
本
村
の
土
地
の

一
部
が
幕
府
に
召
し
上
げ
ら
れ
た
め
、
そ
の

替
え
地
と
し
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

南
本
所
出
村
に
ま
つ
わ
る
史
跡
に
は
、
牛

島
神
社
跡
（
大
島
9
―
4
、
区
登
録
史
跡
）

が
あ
り
ま
す
。
南
本
所
牛
島
神
社
は
、
も
と

は
南
本
所
出
村
の
石
井
甚
左
衛
門
屋
敷
地
内

に
あ
っ
た
稲
荷
社
を
、
村
の
産う
ぶ
す
な
が
み

土
神
と
し
て

祀
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
牛
島
神
社
（
墨

田
区
）
の
分
霊
を
併
祀
し
て
成
立
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
20
年
3
月
の
空
襲
で
被
災
し
、

同
25
年
に
東
大
島
神
社
（
大
島
7
―
24
―
1
）

と
し
て
合
祀
さ
れ
ま
し
た
。
史
跡
に
は
「
南

本
所
牛
島
神
社
々
趾
」
と
記
さ
れ
た
石
碑
が

建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
牛
島
神
社
が
合
祀
さ
れ
た
東
大
島

神
社
に
は
、
明
治
41
年
（
１
９
０
８
）
に
造

立
さ
れ
た
2
基
の
鳥
居
（
区
登
録
有
形
文
化

財
﹇
建
造
物
﹈）
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

南
本
所
牛
島
神
社
と
北
本
所
牛
島
神
社
（
大

島
7
―
37
）
か
ら
移
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
天
明
7
年
（
１
７
８
７
）
11
月
に

石
井
甚
左
衛
門
ら
七
人
に
よ
り
建
立
さ
れ
た

庚
申
塔
（
区
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
）
も
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
石
井
甚
左
衛
門
は
、
前
述

の
南
本
所
出
村
に
屋
敷
地
を
持
っ
て
い
た
人

物
と
推
定
さ
れ
、
こ
の
庚
申
塔
は
南
本
所
出

村
の
関
係
者
が
造
立
し
た
石
造
物
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
南
本
所
牛
島
神
社
が
合

併
さ
れ
た
際
に
移
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

様
々
な
出
村

　

出
村
各
村
に
あ
る
神
社
と
は
別
に
、
亀
戸
・

大
島
地
域
全
般
の
村
々
か
ら
信
仰
を
集
め
た

の
が
亀
戸
浅
間
神
社
で
す
。
出
村
の
村
々
が

戦
前
の
浅
間
神
社
を
崇
敬
し
、
神
社
の
復
興

に
尽
力
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
文
化

財
が
浅
間
神
社
境
内
に
残
る
大
正
８
年
の
修

庭
記
碑
（
区
登
録
有
形
文
化
財
﹇
歴
史
資
料
﹈）

で
す
。
刻
ま
れ
た
銘
文
に
よ
る
と
、
浅
間
神

社
は
亀
戸
町
の
ほ
か
、
本
所
出
村
（
南
本
所

出
村
）・
深
川
出
村
・
北
本
所
出
村
の
鎮
守
と

し
て
信
仰
を
集
め
、
村
々
が
大
正
6
年
10
月

の
暴
風
雨
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
神
社
の
境
内

整
備
に
努
め
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
石
碑
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
島

地
域
に
は
、
前
記
の
二
村
以
外
に
も
北
本
所

出
村
、
六
間
堀
出
村
、
深
川
出
村
な
ど
複
数

の
出
村
が
あ
り
ま
し
た
。
大
島
地
域
の
出
村

は
、
町
場
開
発
な
ど
の
た
め
幕
府
に
土
地
を

召
し
上
げ
ら
れ
た
町
や
村
の
代
替
地
と
し
て

与
え
ら
れ
た
も
の
が
一
村
と
し
て
成
立
し
た

も
の
で
す
。〈
図
１
〉
に
み
ら
れ
る
土
地
の
状

況
か
ら
は
、
本
所
・
深
川
の
町
場
開
発
が
大

島
一
帯
の
地
域
形
成
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を

与
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
ま
す
。

（
参
考
文
献
）　
『
新
編
武
蔵
国
風
土
記
』、『
東

京
府
志
料
』、『
大
島
町
史
』

（
文
化
財
専
門
員　

斉
藤
照
徳
）

大
島
地
域
の
出
村

大
島
地
域
の
出
村

城
東
の
村
を
歩
く
⑤

城
東
の
村
を
歩
く
⑤

図1　明治11年「実測東京府下改正区画郡区町村明細図」
　　　（『日本地図選集』人文社、1982）（部分）

南本所牛島神々趾

修庭記碑
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は
じ
め
に

　

国
立
大
学
法
人
東
京
海
洋
大
学
越
中
島

キ
ャ
ン
パ
ス
（
越
中
島
2
―
1
・
2
）
内
に

所
在
す
る
切
石
に
つ
い
て
、
前
号
で
一
部
写

真
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
刻
印
な
ど

現
状
で
分
か
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

越
中
島
砲
台
に
つ
い
て

　

越
中
島
砲
台
は
近
年
の
研
究
に
よ
っ
て
、

元
治
2
年
（
１
８
６
５
）
2
月
ま
で
に
は
幕

府
調
練
場
内
に
完
成
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
﹇
築
造
の
経
緯
等
に
つ
い
て

は
、前
号
№
２
６
２
掲
載
の
冨
川
武
史
氏
（
品

川
区
立
品
川
歴
史
館
）
の
講
演
録
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
﹈。
砲
台
の
築
か
れ
た
場
所
は
、

明
治
初
期
か
ら
30
年
代
に
か
け
て
発
行
さ
れ

た
地
図
か
ら
、
東
京
海
洋
大
学
の
明
治
丸
の

東
辺
り
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
砲
台
の
規
模
に

つ
い
て
は
、
本
誌
№
２
５
３
で
掲
載
し
た
、

東
京
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
の
「
越
中
島
砲

臺
絵
図
」（
平
面
図
）
で
分
か
り
ま
す
。
同

図
に
よ
る
と
、
基
部
の
長
さ
は
三
拾
九
間
三

尺
（
約
71 
ｍ
）
を
測
り
、
総
坪
数
の
記
述
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、「
屯
所
平
坪
」（
兵
が
詰
め

て
い
る
平
場
）三
百
四
十
三
坪
三
合
五
勺（
約

１
１
３
５
㎡
）
と
見
え
ま
す
。
縁
辺
部
の
注

記
に
は
「
石
垣
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
石
材

が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

砲
台
の
廃
絶
年
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
い
つ

ま
で
形
状
を
保
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
の
記

録
は
あ
り
ま
せ
ん
。
明
治
30
年
代
後
半
か
ら

40
年
代
に
か
け
て
の
地
図
を
見
る
と
、
推
定

地
点
に
は
２
つ
の
ポ
ン
ド
（
係
留
池
）
が
築

か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
が
、
砲
台

の
輪
郭
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
一
つ
は
明
治

丸
を
係
留
す
る
た
め
の
ポ
ン
ド
で
、
明
治
35

年
（
１
９
０
２
）
に
、
東
京
海
洋
大
学
の
前

身
で
あ
る
商
船
学
校
が
当
地
に
移
転
し
整
備

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
こ
の
整
備
の

う
ち
、
ポ
ン
ド
を
造
成
す
る
際
に
砲
台
が

全
域
も
し
く
は
一
部
が
損
壊
を
受
け
た
と

推
定
さ
れ
ま
す
。
ポ
ン
ド
の
浚
渫
は
明
治

34
年
（
１
９
０
１
）
12
月
25
日
に
完
了
し
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
こ
の
時
の
ポ
ン
ド
の
範

囲
は
、
東
は
「
職
員
会
館
」
の
辺
り
、
西
は

「
百
周
年
記
念
資
料
館
」
の
西
辺
り
、
北
は

「
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
南
辺

り
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
ポ
ン
ド
は
、
大
正
9

年
（
１
９
２
０
）、
昭
和
10
年
（
１
９
３
５
）

と
徐
々
に
埋
め
立
て
ら
れ
、
昭
和
38
年

（
１
９
６
３
）
に
は
地
下
鉄
東
西
線
の
掘
削

残
土
に
よ
っ
て
完
全
に
埋
め
立
て
ら
れ
ま
し

た
（『
明
治
丸
史
』
東
京
商
船
大
学
、
昭
和
57

年
）。
も
う
一
つ
は
、
東
に
隣
接
す
る
水
産
講

習
所
時
代
に
造
ら
れ
た
ポ
ン
ド
（
右
図
注
記
）

で
、
明
治
35
年
ま
で
に
は
完
成
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
、
現
在
ま
で
存
続
し
て
い
ま
す
。

切
石
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
、「
越
中
島
砲
台
跡
」
を
江
東

区
の
史
跡
と
し
て
登
録
す
る
際
に
、
砲
台
跡

推
定
地
点
で
あ
る
職
員
会
館
付
近
（
図
―
Ａ

明治丸

↓B地点

↑A地点

職員会館

明治丸明治丸

百周年記念
資料館

百周年記念
資料館

先端科学技術
研究センター
先端科学技術
研究センター

職員会館職員会館

ポンドポンド

B地点↓B地点↓

↓ D地点↓ D地点

↓ C地点↓ C地点

E地点→E地点→

←Ｆ地点←Ｆ地点

←Ｇ地点←Ｇ地点

←I 地点←I 地点

H地点→H地点→

↓L地点↓L地点

Ｋ地点↓Ｋ地点↓
Ｊ地点↑Ｊ地点↑

↓↓
A地点A地点

越中島砲台推定地点（北西から）

切石状況の位置
※実線は東京海洋大学の範囲、破線の丸は砲台の推定位置

東
京
海
洋
大
学
越
中
島
キ
ャ
ン
パ
ス
所
在
の
切
石
に
つ
い
て
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地
点
）
に
7
個
体
、同
北
西
の
明
治
丸
前
（
図

―
Ｂ
地
点
）
に
2
個
体
の
切
石
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
24
年
10
月
に
は
、
東
京
海
洋

大
学
関
係
者
の
ご
教
示
を
得
て
、
筆
者
が
冨

川
氏
と
と
も
に
大
学
構
内
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、新
た
に
7
個
体
（
図
―
Ｃ
・
Ｄ
地
点
）
が
、

そ
の
後
の
調
査
で
も
１
２
１
個
体
（
図
―
Ｅ

〜
Ｌ
地
点
）
が
確
認
さ
れ
、
計
１
３
７
個
体

の
切
石
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

切
石
の
ほ
と
ん
ど
は
四
角
錐
も
し
く
は
こ

れ
に
近
い
形
を
呈
し
て
い
ま
す
。
切
石
の
規

格
は
、
4
個
体
（
控
え
１
８
０
〜
２
２
５

㎝
、
面つ
ら

部
幅
83
〜
１
１
１
㎝
）
以
外
は
、
控

え
90
〜
１
３
５
㎝
、
面
部
幅
50
〜
84
㎝
、
面

部
高
さ
28
〜
38
㎝
を
測
り
ま
す
。
中
に
は
刻

印
や
矢
を
打
ち
込
ん
で
石
を
割
る
た
め
の
矢

穴
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
刻
印
は
、
Ａ
〜
Ｌ
の

12
地
点
の
う
ち
、
Ｅ
・
Ｇ
〜
Ｌ
の
7
地
点
35

個
体
の
切
石
に
10
種
38
ヵ
所
が
確
認
で
き
ま

し
た
（
表
参
照
）。
な
お
、
一
つ
の
切
石
に

刻
印
が
2
カ
所
、
3
ヵ
所
確
認
で
き
る
も
の

が
一
個
体
ず
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
刻
印
は
石

工
集
団
が
作
業
工
程
で
付
け
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
刻
印
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
は
不

明
で
す
。

　

現
状
で
は
石
材
鑑
定
を
し
て
い
な
い
の
で

す
が
、
肉
眼
で
観
察
し
た
限
り
、
ほ
と
ん
ど

は
西
相
模
か
ら
伊
豆
半
島
に
か
け
て
産
出
さ

れ
る
安
山
岩
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
切
石

群
に
つ
い
て
の
来
歴
は
伝
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
前
述
の
と
お
り
、
砲
台
推
定
地
点
に
該

当
す
る
ポ
ン
ド
の
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫
時
に
、
こ
れ
ら
の
切

石
が
引
き
揚
げ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

昭
和
51
年
発
行
の
『
東
京
商
船
大
学
百
年

史
』
に
掲
載
の
航
空
写
真
に
は
Ａ
・
Ｂ
地
点

の
切
石
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
が
、
Ｌ
・
Ｇ
地

点
は
場
所
が
や
や
違
う
も
の
の
切
石
と
思
わ

れ
る
物
体
が
写
り
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
昭
和
51
年
以
降
の
学
内
整
備
で
現
状
の

配
置
と
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

余
談
と
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
東
京
海
洋

大
学
越
中
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
確
認
と
同
時

期
に
、
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
（
港
区
港
南
4
丁

目
）
で
も
多
く
の
切
石
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
（
平
成
24
年
12
月
、
冨
川
氏
が
主
体
の
確

認
調
査
に
筆
者
も
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
）。
刻
印
は
越
中
島
キ
ャ
ン
パ
ス
と
同

一
の
も
の
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
肉
眼
観
察

で
す
が
石
材
の
ほ
と
ん
ど
が
越
中
島
キ
ャ
ン

パ
ス
と
同
じ
安
山
岩
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
品

川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
南
に
は
越
中
島
砲
台
と
同

時
期
に
同
じ
請
負
者
に
よ
っ
て
築
造
さ
れ
た

第
四
台
場
（
工
事
途
中
の
た
め
未
完
成
）
が

す
ぐ
南
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
つ
の
説
と
し

て
第
四
台
場
の
石
垣
の
構
築
材
で
あ
る
可
能

性
を
冨
川
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

今
後
、
越
中
島
キ
ャ
ン
パ
ス
の
切
石
に
つ

い
て
計
測
な
ど
の
調
査
を
実
施
す
る
予
定

で
、
詳
細
は
今
年
度
末
刊
行
予
定
の
『
江
東

区
文
化
財
研
究
紀
要
』
第
18
号
に
て
ご
報
告

す
る
予
定
で
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

野
本
賢
二
）

刻印のある切石（E地点）

刻印（拓本）

地点 個体数 刻印内訳

控え

刻印

艫（石尻）

面
つら

ひか

とも

矢穴

A 職員会館　西 7
B 百周年記念資料館　南東 2
C 越中島会館　西 4
D 1 号館　西 3

E グラウンド　北東 102
二（11）／上（10）／（3）／△（2）／十（2）

／㊉（1）／ （1）／ （1）／ （1）　
※ 29 個体 9種 32ヵ所

F 体育館　北西 1
G 八十五周年記念会館　南東 3 △（1）
H 八十五周年記念会館　南西 4 （1）
I 第 2・5寮間 3 （1）
J 第 1・2寮間 3 （1）
K 第 1寮　南西 2 二（1）
L 国際交流会館　東 3 （1）

総計 137 35 個体 10 種 38ヵ所
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⑴
松
平
定
信
の
生
い
立
ち

　

松
平
定
信
は
、
御
三
卿
の
ひ
と
つ
田
安
家

の
初
代
宗
武
（
8
代
将
軍
吉
宗
の
二
男
）
の

7
番
目
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
名
を
賢ま
さ
ま
る丸

と
い
い
ま
し
た
。
17
歳
の
時
、
陸
奥
国
白
河

藩
の
松
平
定
邦
の
養
子
に
な
り
、
19
歳
で
養

父
の
娘
・
峯
姫
と
結
婚
す
る
と
、
藩
政
の
舞

台
に
登
場
し
ま
す
。
そ
の
後
、
天
明
の
飢
饉

で
領
地
に
餓

死
者
を
出
さ

な
か
っ
た
政

治
手
腕
が
買

わ
れ
、
老
中

に
抜
擢
さ
れ

ま
し
た
。

⑵
老
中
首
座
、
将
軍
補
佐
と
し
て

　

老
中
首
座
に
な
っ
た
天
明
7
年（
１
７
８
７
）

倹
約
令
を
発
し
、
寛
政
の
改
革
が
つ
ぎ
つ
ぎ

と
実
施
さ
れ
ま
す
。
寛
政
元
年
（
１
７
８
９
）

に
は
棄き

捐え
ん

令れ
い

、
囲
籾
、
翌
2
年
に
は
石
川
島

人
足
寄
場
の
設
置
、
異
学
の
禁
、
旧き

ゅ
う

里り

帰き

農の
う

令れ
い

、
翌
3
年
に
は
江
戸
町
法
の
改
正
に
よ
っ

て
七
分
積
金
の
制
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
白

河
で
は
、
藩
士
子
弟
の
学
問
所
「
立
教
館
」

を
竣
工
し
、
そ
の
運
営
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　

一
方
海
防
の
面
で
は
、寛
政
4
年（
１
７
９
２
）

ロ
シ
ア
使
節
ラ
ク
ス
マ
ン
が
根
室
に
来
航

し
、内な
い

憂ゆ
う

外が
い

患か
ん

は
顕
著
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

⑶
老
中
辞
任
と
庭
づ
く
り

　

寛
政
5
年
（
１
７
９
３
）
に
老
中
を
辞
任

す
る
と
、
定
信
は
藩
政
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。
小
峰

城
に
は
、
庭
園
「
三さ
ん

郭か
く

四し

園え
ん
」
を
完
成
さ
せ
、
90

歳
以
上
の
農
・
商
を
招
い
て
敬
老
会
に
当
た

る
尚
歯
会
な
ど
を
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
享
和
元
年
（
１
８
０
１
）
に
白
河

に
完
成
さ
せ
た
「
南な

ん

湖こ

」
は
、
誰
も
が
共
に

楽
し
め
る
園
地
と
し
ま
し
た
。

⑷
定
信
の
致
仕
と
浴
恩
園

　

定
信
は
文
化
9
年
（
１
８
１
２
）
数
え
55

歳
で
隠
居
し
ま
す
。
上
屋
敷
か
ら
築
地
の
下

屋
敷
に
移
る
と
、
こ
こ
で
も
「
浴よ
く

恩お
ん

園え
ん
」
を

作
庭
し
、
文
化
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

文
化
13
年
に
は
、
深
川
に
も
庭
を
造
り
深

川
松
月
斎
と
称
し
ま
し
た
。
遅
咲
き
の
桜

を
植
え
、

シ
ー
ズ
ン

最
後
の
観

桜
を
楽
し

ん
だ
と
伝

え
ら
れ
て

い
ま
す
。

⑸
定
信
と
深
川　

　

霊
巌
寺
に
ね
む
り
、
そ
の
地
は
江
東
区
白

河
の
地
名
が
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
、
深
川
と

深
い
縁
を
感
じ
る
定
信
で
す
が
、
生
前
の
定

信
が
深
川
と
い
う
土
地
に
寄
せ
た
思
い
を
知

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
作
品
や

文
化
活
動
の
中
に
、
深
川
の
風
土
や
情
景
が

及
ぼ
し
た
影
響
は
小
さ
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
、
72
年
の
生
涯
の
最
後
の
作
品
が

深
川
松
月
斎
の
作
庭
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も

推
測
す
る
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
。

⑹
特
別
展
の
主
な
展
示
資
料

　

今
回
の
特
別
展
で
は
、
定
信
が
筆
写
し
て

嫁
ぐ
娘
に
持
た
せ
た
『
徒つ
れ
づ
れ
ぐ
さ

然
草
』（
東
京
都

公
文
書
館
蔵
）、
そ
の
信
仰
の
一
端
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
自
筆
『
阿あ

み

だ
弥
陀

経き
ょ
う

』（
桑
名
市
博
物
館
蔵
）、
茶
道
に
親
し
ん

だ
定
信
愛
用
の
茶
釜
・
茶
杓
（
同
）
な
ど
を

実
物
で
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
白
河

の
特
産
物
「
白
河
だ
る
ま
」
を
考
案
し
た
定

信
の
「
達
磨
図
」
を
は
じ
め
迫
力
あ
る
絵
画

作
品
約
10
点
を
写
真
パ
ネ
ル
で
ご
覧
い
た
だ

き
ま
す
。
こ
れ
ら
作
品
や
遺
品
を
通
じ
、
禁

欲
的
な
改
革
の
推
進
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
ば

か
り
が
強
い
定
信
の
違
っ
た
面
や
、
人
と
な

り
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

な
お
、
11
月
29
日
18
時
30
分
よ
り
、
東
京

都
江
戸
東
京
博
物
館
長
・
竹
内
誠
氏
の
講
演

会
「
寛
政
の
改
革
と
松
平
定
信
」
も
開
催
し

ま
す
。
東
京
で
初
公
開
と
な
る
定
信
の
作
品

と
出
会
う
深
川
江
戸
資
料
館
へ
、
ぜ
ひ
お
い

で
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
深
川
江
戸
資
料
館

江
東
区
白
河
1
―
3
―
28

☎
０
３
（
３
６
３
０
）
８
６
２
５

  　
　
　
　
お
詫
び
と
訂
正

　

前
号
（
２
６
２
号
）
掲
載
の
「
江
戸
の
町

内
探
訪
⑥　

越
中
島
町
」（
５
頁
３
段
目
６

行
目
）
と
記
念
講
演
録
（
６
頁
２
段
目
６
行

目
）
の
西
暦
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正

し
く
は
５
頁
が
「
享
保
15
年
（
１
７
３
０
）、

6
頁
が
「
文
久
2
年
（
１
８
６
２
）」
と
な

り
ま
す
。
お
詫
び
し
て
、訂
正
い
た
し
ま
す
。

 　
　
　
　
訃　

報

　

江
東
区
指
定
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）

「
ガ
ラ
ス
工
（
江
戸
切
子
）」
保
持
者
須
田
富

雄
氏
は
、
平
成
25
年
8
月
1
日
に
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
慎
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

深
川
江
戸
資
料
館
平
成
25
年
度
　
企
画
展・特
別
展

平
成
25
年
11
月
16
日（
土
）〜
12
月
1
日（
日
）

企
画
展

特
別
展
「
江
戸
の
三
大
改
革
と
松
平
定
信
」

「
松
平
定
信
の
生
涯
と
そ
の
作
品
」

　
深
川
江
戸
資
料
館
で
は
、平
成
25
年
度
企
画
展
で
当
資
料
館
隣
の
霊
巌
寺
に
ね
む

る
松
平
定
信（
1
7
5
8
〜
1
8
2
9
）の
生
き
た
時
代
の
政
治
と
社
会
、特
別
展
で

幕
府
老
中
を
勤
め
た
松
平
定
信
の
人
と
な
り
や
引
退
後
の
文
化
活
動
を
紹
介
し
、定

信
と
そ
の
時
代
を
見
て
い
き
ま
す
。

平
成
25
年
10
月
29
日（
火
）〜
平
成
26
年
10
月

松平定信肖像（福島県立博物館蔵）

深川入船町御邸松月斎（国立国会図書館蔵）


